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1 はじめに

言語景観にみるインドネシアの日本語の現状と役割

磯野英治・丁美貞・佐々木未華・アニサアリアニンシー・

エカマートラホイルニサ・レカデラフィトラティ

国際交流基金によれば、 2∞9年の時点でインドネシアにおける日本語学習者数は
71万6353人と世界第3位であり、その数も2006年に27万2719人だったことを考
えると、ここ数年の聞に急増していることが分かる。また首都ジャカルタを中心にイ

ンドネシアに進出する日系企業は2010年の統計で923社、新たな企業進出は増え続

けているという国際協力量断子 (2012)Wインドネシアの投資環境』の指摘もあり、さ
らに 2007年に署名され 2008年に発効された日本・インドネシア経済連携協定

(JIEPA: Japan-Indonesia E∞no血cPartnership Agreemen七)1こよって経済の協力
関係が強化されるなど、様々な側面で日本とインドネシアの相互作用が活発になって

きている現状がある。このような制兄から考えるとインドネシア圏内においても日本

及び日本語の影響力が一層強くなってきていると予測されることから、本研究ではイ

ンドネシア園内の公共表示や民間表示に見られる日本語を調査し、その特徴からイン

ドネシア社会における日本語の現状と役割を考察する。そして、今後も関係が深まっ

ていくと予測される二国関係に有益な点を言語の側面から指摘したい。

2_先行研究

本研究では、公共施設キ街中で観察される看板や掲示物、ステッカーや商品ラベル

といった言語景観を対象1として、そこに観察される日本語に注目し、どのような場所、

或いはどのような特徴を有した日本語が使用されているのかを調査することを目的と

している。インドネシアは多民族で構成されている国家であることから、多言語柾会

として注目されることが多く、日本で2009年に発行され、編者が「インドネシアの

言語の問題に特化した研究書であるという点で、少なくとも日本には類書がない」と

位置づける『多言語社会インドネシア変わりゆく国語、地方語、外国語の諸相』

では、国語政策と地方語叫立相や民族と多言語牡会といった観点からの分析はある傭

山他2009)。しかし、外国語に注目した研究は少なく、さらに言語景観を中心として
日本語の現状キ殺創について論じた砂慣はなし九また韓国や中固といった東アジアに

おける日本語の状況について調査した研究は活発になりつつあるが(磯野 2010a、

2011a、2011b、2012b、李2011、市島2011、張・薄2012)、東南アジアに関する調

査は事例が多いとは言い難く、カトつ既に述べたような現怠の日イ関係を鑑みればイン

1言語景観とは自然に、或いは受動的に目に入る不特定多数に発せられている文字言語を指す(つま
り雑誌の中の内容など意図的に読まなければならないものは含まれない)。定義は庄司@湖沼)やロ
ング (2010)などでまとめられている。
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ドネシア園内の日本語の現状キ役割を調査することは必須であると考えられる。

3.調査地域と対象

本研究で調査対象としたのは、ジャカルタ市及びバンドン市で首都を含むインドネ

シアを代表する都市である(調査時期は2012年8月22日斗月 12日までのインド

ネシア滞在期間)。そしてこれらの都市において公共表示と民間表示に見られる日本語

に注目し、多言語表記2との関連性からも考察を試みる。公共表示では、諸外国の言語

景観の現状とともに比較・検証を行い、民間表示では活舗の看板ヰ棟列商品の日本語

表記の役割、さらに誤用例について考察していく。

4.インドネシアの公共表示に見られる日本語の言語景観
まず、インドネシアの公共表示に見られる日本語の言語景観について、諸外国の言

語景観とともに見ていくこととする。写真1はインドネシアのジャカルタにあるスカ

ルノハッタ国際空港のトイレの案内表示であり、看板に表記されている言語はインド

ネシア語・英語・中国語・アラビア語・日本語である。インドネシアはイスラム圏で

あることからイスラム教への意識が高く、同様にイスラム教徒であるムスリムの多い

アラビア語圏からの訪問客も多いと考えられることから、アラビア語が併記されてい

ると考えられる。インドネシア語を公用語(共通語)としながらも公共表示にアラピ

ア語の併記が見られることは、写真2から写真4のような東アジアの国々の空港の看

板と比較すると特徴的であることがよくわかる。また東アジアである日本中園、韓

国の空港は基本的に「自国語・英語・その他の東アジアの二言語」の四言語併記であ

るが、スカルノハツタ国際空港は、インドネシア語の他に地理的に近接しない中国語

と日本語の併記があることから、空港など国際的な場の公共表示でこれらの言語の影

響力は強いと推察できる。中国語に関しては、インドネシア在住の華僑の古い歴史と

その人口(移住が始まったのは西暦924年、人口は約740万人)を考えると定住者の

影響があり、さらに昨今の中国の経済発展に伴う中国語への注目もあるだろう。そし

て日本語については、インドネシア圏内で自動車や自動二輪車(バイク)sのみならず

エアコンやパソコンといったー蝦諸子機器などで、多くの日本製品を目にするととか

らも、園内における日本の影響力が言語という形となって表れていると考えることが

できる。

2ヰ研究では多言語景観について日本語ω、インドネシア語①、スンダ語(8:Bahasa Sunda)、
アラビア語仏〉、英語(E)、中国語 (C)、韓国語 α0等の符号を便宜上用いる。このような分類
上の符号についての考察は井上 (2009)ヰ暢野 (2011b)などで調査対象に応じた考察がされている
ので参照されたし九
3みずほ総合研究所 (2旧11)によれば、インドネシアにおける日系メーカーの自動車自動二輪車の
シェアは共に9割を超える。



―115―

言語景観にみるインドネシアの日本帽の現状k役割

写真1スカルノハッタ国酷韮強日，E，C，A，JJ 写真2成回国際控港(日本:)rJ，E，C，J<j 

:記号Ti3181R品 |íl~ 

[;1]諜諮問D
写真S中国大量周水子園酷空措{中国)rC，J，E，阻 写真4仁川固酷空措{傭圏)印<，C，J，EJ

次にジャカノレタ市内、及びパンドン市内にある公共表示の日本語に目を向けたい。

まず基本的に市内の公共表示がEうなっているのかを確認するために写真払 6を挙
げる。写真 5はジャカルタ市内の博物館である白血血皿血iInd皿esia.Ind.ah 

白血阻岨ain Miniatu:re P世同でlLan回i3&出血nKriya・嗣Fk町Indonesian
Art and CraftJ <:インドネシア語と英語の併記(意味は同じ)、写真6はバンドン市

にある国立インドネシア教育大学任JPI:U国四国阻BPendidjkan Ind皿国心周辺に

ある道の名称を示す道路標識で rJL.JAYENGRANA・スンダ文字Iとインドネシア

喬とスンダ高岡二言語併記である。これらに代表されるように街中に一歩入ると、基

本的に日本語は見当たらず、インドネシア語や英語が溢れ、由、つパンドンではインド

ネシアの中で特にこの坤誠の言語・文字であるスンダ語・スンダ文字がアイデンティ

テイの確保と主張から写真6にあるように民族文字として併記されていることは多民

族国家としての特徴をよく表している。従って、写真7の日本大使館付属の日本人学

校のような所でも、表玄関は上から唱ANDUNGJAPANE回 SCHOOL'YAYASAN 

PEMELIHARAAN SEKOLAHJEPANG BANDUNG・日本国大檀強官付属パンドン

日本人学杭のように英語・インドネシア語・日本語の三言語併記だが、一歩中に入

ると、写真8の団ASUK-司直MUWAJIB LAPOR (受付→ゲスト地ιげ訪れてく
ださい)Jのようにインドネシア語の単独表記も存在するa
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写真5ジャカルタ市内 II，EJ 写真6バンドン市内目，BSJ

写真7日本人学閥司辺の案内表示 IE，I，JJ 写真8学校敷地内の案内表示日」

5.インドネシアの街中に見られる日本語の特徴と役割

それでは、インドネシアの街中のどういった場所や物に日本語が観察されるのであ

ろうか。調査の結論から言えば、日本語が多く見られるのはショッピング、モールやア

ウトレットモールの庖舗看板、またスーパーマーケットやコンビニエンスストアなど

の庖内の商品である。まず代表的なのは、やはり写真9、10のような日本食を扱う庖

舗であり、写真9は日本風のラーメンを食べることができる庖舗で「ラーメンSET.
NOODLEJなどと日本語を使用し、雰囲気を醸し出している。注目すべきは写真10

の和食レストランのように「旨い安い清潔本物の日本味・ umai yasu i sei ket su 

hon mono no ni hon勾i• Enak Murah Bersih RasaAsli JepangJと日本語は漢字仮
名交じりで表現しているものの、日本語が読めないインドネシア人のためにアルファ

ベットで日本語の読み方(厳密には音)を再現できるよう表記されていることであろ

う。これならば、日本語の表記、そして読み方、またインドネシア語が併記されてい

ることで意味も理解することができるため、日本食レストランを訪れることによって

目、耳、口で楽しむことができる。これは日持苦が読めず、漢字から意味を推測する

ことができない非漢字圏の人々にとっては嬉しい配慮で、あろう。
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 写真9ラーメン屋の看板団，JJ 写真10和食レストラン rJ(苗み方付き). IJ 

次に日本食以外の看板を手掛かりに、インドネシアにおける日本語の役割を具体的

に考察していく4。写真 11から 16はパンドンで収集しtデータで、写真 11は
司弘RA瓜JKUJ、写真12は「匝凶uYaJ1:書かれたH醐庫の看板であり、日:本の流
行をリードし長略度のある原宿と渋谷をj苫舗名にしたものとわかる。知名度のある土

地を庖舗の名称に採用する例は日本でもあるが抄諸肺である NewYarkなめ、ここ

で怯東京の中でも原宿特裕といった名を湿?することによって、ファッション性の高

いお酒落な雰囲気を演出しようとしている。そして、さらに日本梧をお酒落守唄議昌生

といった意味合いから活用しようとすると写真13のような事例も出てくる。写真13

はイ凶睦品庖の看板で「こずいい 'K=Jと表記されているが、日本語法ここのよう

な語集は存在しない。まt 日m匹IDJはインドネシアイり粧品のプランド名なのであ
る.つまり、写真11や Uで見られた例よりも単純な「日本語をアクセサリーのよう

に使用することによってファッション性ヰ顎調E度を高める」という意図が窺われる。

写高11服蜘苫の看板① 写真12服飾眉の看板@

4写真13から16で指摘している日本唖の特徴と役割は、パンドンを而ら泊咽目的で昔れる日本人の
書.~ゅなさが根拠となる.インドネシア共和国uクリエイティプエコノミ」省の最新町報告によれ
ば、 20日年2月度にインドネ‘ンアを枯れた日本人の輯離は輔、701人で、そのうちパンドンを枯れて
いるのはかずか98人である.このようなが視で尼輔の日本事摘記が日本人客に向けられているとは

考え睡しむしろインドネシア人に対するものであるう.また、本論文の共著者であるインドネシア
距母栢栢者の証言明主日本事が唐輔のデザインとして侵拐されていることは、インドネシア人の共

通した種嘩汚あるとのことであった.
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写真13佃粧品底的看緩 写真14雑貴腐の看板

日;本でもプリントTシャツに意味の分からない英梧が書語れている事例など、生産地

や発祥地に関係なく、文宇功可可ら由、の雰囲気を醸し出す狙いからプリントTシャツや

看坂でアクセサリーの一部となっていることがあるが、写真 13はインドネシアでも

日本輯がアクセサリーのように一種のファッションとして、或いはデザインとして扱

われている好例1::言える。同様に写真 14は雑貨商の看板であるが「プレゼント-

purezen旬」とカタカナとアルフアベットで表記されており、さらに看板の下部には

「プレJ1::表記されている。「プレ」は帯住日プレぜント」の省略形である噂プレ」、

そしてさらに「プレゼント」を「プレ」というように、若者の聞で使用されている言

葉を盾舗に使用することによって、若者向けに今風を演出していることが見て取れるt

写真15昨ヤを専門に販売する唐備で、左側の商品ラベ川こは rCrea皿出国酷・ク

リームチーズ」とアルファベット表記と日本語で書かれており、インドネシア語はな

P.また右の商品ラペ:"，1こはrc田amp皿・クロームパン」とあり、英梧ではないrp皿」
が喰用されている。時議で IパンIはフランス語の rpainJやポルトガルの rp晶」

が起源の言葉を外来語として使用しているため、ここでは日本語の音を再現して使用

していると推測することができる。写真 16はコンピエエンスストアで商品として販

売されていたスナック菓子で ro油 i.Makan岨 R血酔nJとあった。 Iα曲ilは日
本語の「おいしい」、IMakanonR担割nJはインドネシア喬で「軽し、食事」を意味し、

それぞれ意味は具なる。しかし、日本語の表記をアルファペット表記日こして読めるよ

うにし、古門難場度の唱し、語棄で意味の理解を促している点は、廟述の言語をアクセ

サローのように使用する智点とともに、実際に販売促進の有効な手段と成り得ると考

えられる。

5なお「プレ」噸匡プレ」という用語仕、写真14のように看桓に書渇寸Lているい〈つ泊咽キ}ヲ}ド
や居輔の特世から導き出すことも可能であるが、調査に聞Tした却代前半の日本唖母梧栢者四檀量
が暗し言章典曹き言聾で『実聞こ使兜している」という回答であった。
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写真15パン屋の庖内商品 写真16コンビニエンスストア内の商品

6.インドネシアに見られる日本語の誤用

これまでにインドネシアで活躍する日本語の現状と役割について見てきたが、ここ

ではインドネシア圏内の言苦景観を対象として、表記されている日本語にどのような

誤用があるのかに注目する。諸外国で目にする日本語の中に表記の誤用や表現に不自

然さのあるものが多く存在することは、これまでの言語景観研究でも指摘がある。そ

して、インドネシアにおいても同様に様々な事例があったが、いくつか注目すべき特

徴もあった。写真 17は前述のスカルノハッタ国際空港にある手荷物受取所の案内表

示であるが、日本語に注目すると「品物損害クラーム」と表記されている。インドネ

シア語の表記は IPengambilanbagasi (荷物検索)J、英語では IBaggageclaimJと

なっているのであるが、恐らくこれらを混同し IBagasi'BaggageJを「品物」、 ICla血lJ

をインドネシア語の発音で「クラームj とし、かっ「損害があった場合の賠償を請求

する場所」としづ意味で使用しているのであろう。 IclaimJは日本語では「クレームj

と表記し、用語全体としては「手荷物受取所Jなどの表記が一般的であることから、

不自然な表記であると同時に、語葉選択そのものも間違っている。

次に庖舗や商品などの民間表示に日本語の誤表記や不自然な表現が多く見られるこ

とは、これまでの先行研究でも指摘がある(磯野 2010a、2011a、 2011b、 2012b、

張・薄2012)。しかし、表記の誤用ひとつを取り上げるにあたっても、様々な次元が

存在することも今回の調査で再認識した。写真 18はコンビニエンスストア内の商品

であり、日本語に注目すると「マツユマロ」と表記されており、正確には「マシュマ

ロ」である。「シ」と「ツ」のかたちが似ていることから生じた誤表記であると指摘す

ることができるが、このような例は一見して誤用が分かる例である。次に写真19は、

先に取り上げた和食レストラン(写真 10)の看板の一部であり、この庖舗の名称は

IOishinbo美味しんぼIで、あった。そして細かく観察すると「ぼjの濁点 I11 Jが

げ」のように逆に表記されていることがわかる。このような事例は大雑把に見れば

見逃す可能性のある誤用で、あり、注意して文字表記を観察する必要性を再認識する良

い事例となる。さらに文字表記の誤用だけではなく、用語の使い方に関する不自然な

事例も存在し、その女神日が写真20で、日本風ラーメン匝の看板には IDaiji大味jと

表記されている。まず「大味」は「おおあじ」としか読むことができず、 IDaijiJに
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するのであれば「だいじJr大事Jr大字」などの表記の工夫が必要である。そして「大
味」は日本語では「味にこまやかな風味が感じられない」や「美味しくない」という

意味で使用されるため、この用語を当て宇で使用するにも日本語母器話者の実際問使

用と異なるため表現の不自然さが伴う。

このように写真17から写真20で、誤表記にもすぐに分かるものから濁点ヰ吻読点

といっtd蹄Eにも注目しなければならないものがあり、さらに誤表記のみならず用語
の跡中表現方法の誤りや不自然さを考慮しなければならなし事例も存在することが

明らかになった。

写真17公共表示の揖表記 写真18民間表示の揖表走。山，
ぽ鍾重量

写真19民澗表示の頼書記@ 写真却民揮蹟栢ミの用曙の援い

7 まとめと今後の課題
以上、本研究では言語景組に見られるインド牛、ンアの日本語の現状と設創について、

公共表示と民間表示の事例を考察した。公共表示について、インドネシア圏内では国

際空港など外国人の最も多し場所には、地躍的に近接していないにも関わらず日本語

でも表記されており、その理由として日本製品を中心とした日本の様々な物品が定着

しており、経済面からの影響力が推察できた。一方で空港から一歩出て街中に入ると、

インドネシア轄と英詩、民議請が大部分を占め、日本語表記が極端に少なくなること

も特徴的であったと言える。民間表示では、日本の商品を扱う府舗はもちろんのこと

だが、それ以外に日本と関係がなくても庖名に日本の地名を活用し、或いは日本語の

暫棄を商品名につけることによって先進性やファッション性、世議渡を高める印象や



―121―

言語景観にみるインドネシアの日本語の現状と役割

お酒落な雰囲気を作り出す「アクセサリーとしての日本語」の役割が明らかになった。

日本では一般的に英語がファッションのように取り上げられることが多いが、日本語

もまた海外では装飾品の役割を果たし、「かっこいいもの」として考えられていると本

調査から言えるのではないかと考える。またこのような諸外国で活躍する日本語には、

現地ならではの誤りや不自然さを伴う表現も観察されたが、本調査では誤表記にも

様々なレベルがあること、用語の扱いにはいくつかの観点(読み方や実際に使われて

いる意味)が必要になり、それらを誤ると不自然になってしまうことを指摘した。

本研究では、いくつかの事例を取り上げ定性的にその現状や役割、特徴について考

察を行ったが、定量的な分析を考慮していなし九このため、今後は一定の調査範囲を

決め、多言語表記を含めた日本語表記の数の割合を算出し、影響力の定性的な分析の

裏付けを取るなど、一定の傾向を明らかにするための調査を行っていきたい。
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